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広域の気象状況を一目で分かりやすく解説します 

～危険度分布やバーチャートを用いた図形式の 

 全般気象情報及び地方気象情報の提供開始～ 

 

 

 

 

 

大雨や暴風などに関する気象情報には、その対象範囲に応じて、全般気象情

報※1、地方気象情報※2、府県気象情報の３種類があります。これらの情報の形式

には文章形式と図形式がありますが、これまで図形式は府県気象情報のみで用

いてきました。 

今後、これまで文章形式の情報のみであった全般気象情報や地方気象情報に

おいて、危険度の高まる場所や時間帯等に関する広い範囲の防災上重要なポイ

ントを一目で把握できる図形式の情報の提供を開始します。 

これからは、従来の文章形式の情報に加え、必要に応じて図形式の情報によ

り、台風の接近時などに広い範囲の気象状況を危険度分布やバーチャート※3等の

図で分かりやすく示すことで、関係機関や住民等の速やかな対応を支援してい

きます。 

図形式の全般気象情報及び地方気象情報は、従来の文章形式の情報と同じく、

気象庁ホームページ※4で提供いたします。具体的な発表イメージは別紙をご覧く

ださい。 
 

○ 提供開始日時 

平成30年6月27日(水) 15時（予定） 
 

※1 全国を対象に今後の気象の見通しや防災上の留意点を解説した情報。 

※2 複数の都府県等をまとめた地域を対象に今後の気象の見通しや防災上の留意点を解説した情報。 

※3 今後の気象の見通しを時系列の表形式で示したもの。 

※4 気象庁ホームページにおける「気象情報」の掲載ページ 

https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/ 

 

危険度の高まる場所や時間帯等に関する広い範囲の防災上重要なポイン

トを一目で把握できる図形式の全般気象情報及び地方気象情報の提供を開

始します。 

問合せ先：予報部予報課 佐藤・坪井 

電話 03-3212-8341（内線 3190・3131） FAX 03-3211-8303 

https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/


今後これまで

新たに図形式地方気象情報を提供開始

文章形式地方気象情報では、防災事項や
予想⾬量等が⽂章のみで記述されており、重要な
ポイントを把握しづらい。

図形式地方気象情報の提供開始により、文章では
表現しづらい、危険度の⾼まる場所や時間帯といった
注⽬ポイントが可視化されることで読み解きが容易に。

平成30年
6月27日
提供開始

広域で防災対応を
⾏うブロック機関 広域で防災対応を

⾏うブロック機関
なお、降り始め（２９日０時）からの総雨量は、局地的に平年の８月１ヶ月
分の雨量を超えるおそれがあります。

＜防災事項＞

がけ崩れ、山崩れ、低い土地の浸水、河川の増水やはん濫のおそれがあり
ます。３０日夜遅くにかけて浸水に、３１日にかけて土砂災害や洪水に厳重
に警戒してください。
また、落雷や竜巻などの激しい突風、ひょうに注意してください。発達した

積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど、安全確保に
努めてください。

【補足事項】

今後の台風情報や、地元気象台の発表する警報、注意報、竜巻注意情報、
気象情報に留意してください。
次の「平成２８年 台風第１０号に関する東北地方気象情報」は、３０日２
２時３０分頃に発表する予定です。
=

３１日にかけて予想される最大風速（最大瞬間風速）は、
太平洋側 海上 ３５メートル（５０メートル）

陸上 ２５メートル（３５メートル）
日本海側 海上 ３０メートル（４５メートル）

陸上 ２０メートル（３５メートル）

３１日にかけて予想される波の高さは、
太平洋側 うねりを伴い １０メートル
日本海側 ６メートル

３０日に予想される最高潮位（標高）は、
太平洋側 １．２メートル

＜防災事項＞

暴風、果樹の落果や農業施設への被害、高波による船舶や沿岸施設への
被害、海岸や河口付近では浸水や冠水のおそれがあります。３１日明け方
にかけて暴風に、３１日昼前にかけてうねりを伴った高波に、３０日夜のはじ
め頃にかけて高潮に、厳重に警戒してください。

【雨・雷】
＜地域・時期・量的予想＞

東北地方では、３０日夜のはじめ頃にかけて、太平洋側北部を中心に局地
的に１時間に８０ミリの猛烈な雨が降り、大雨となるでしょう。３１日未明に
は、雨は弱まる見込みです。

３１日０６時までに予想される１２時間雨量は、いずれも多い所で
太平洋側 １５０ミリ
日本海側 １００ミリ です。

平成２８年 台風第１０号に関する東北地方気象情報 第８号
平成２８年８月３０日１６時２９分 仙台管区気象台発表

（見出し）
大型で強い台風第１０号は、まもなく東北太平洋側に上陸する見込みです。
引き続き東北地方では大荒れとなり、３１日にかけて、暴風、高波、高潮、

土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水やはん濫に厳重に警戒してくださ
い。

（本文）
【気象状況】
大型で強い台風第１０号は、３０日１５時には石巻市の南東海上にあって、
１時間におよそ４０キロの速さで北北西へ進んでいます。中心の気圧は９６
５ヘクトパスカル、最大風速は３５メートル、最大瞬間風速は５０メートル

で、中心の北東側２２０キロ以内と南西側１１０キロ以内では、風速２５メート
ル以上の暴風となっています。東北地方は暴風域に入っており、太平洋
側の海上では猛烈なしけとなっています。
台風第１０号は、まもなく東北太平洋側に上陸し、暴風域を伴ったまま東北
地方を北西へ進み、３０日夜遅くには日本海へ進むでしょう。

【風・波・高潮】
＜地域・時期・量的予想＞
東北地方では、３１日未明にかけて非常に強い風が吹き、特に３０日夜遅く

にかけては北部の海上を中心に猛烈な風が吹く見込みです。海上では、３
１
日昼前にかけて大しけとなり、特に３０日夜遅くにかけては太平洋側北部を
中心に猛烈なしけとなるでしょう。

また、太平洋側では、３０日夜のはじめ頃にかけて、潮位の高くなる所があ
る見込みです。

別紙

広域で防災対応を⾏うブロック機関や⼤都市圏のキー局など広域の放送エリアを有する報道機関
などが、管内における災害発⽣の危険度の⾼まる場所や時間帯といった注目ポイントが可視化
されることで、地⽅気象情報の読み解きが容易になり、防災対応の支援につながります。

なお、降り始め（２９日０時）からの総雨量は、局地的に平年の８月１ヶ月

分の雨量を超えるおそれがあります。

＜防災事項＞

がけ崩れ、山崩れ、低い土地の浸水、河川の増水やはん濫のおそれがあり
ます。３０日夜遅くにかけて浸水に、３１日にかけて土砂災害や洪水に厳重
に警戒してください。
また、落雷や竜巻などの激しい突風、ひょうに注意してください。発達した

積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど、安全確保に
努めてください。

【補足事項】

今後の台風情報や、地元気象台の発表する警報、注意報、竜巻注意情報、
気象情報に留意してください。
次の「平成２８年 台風第１０号に関する東北地方気象情報」は、３０日２

２時３０分頃に発表する予定です。
=

３１日にかけて予想される最大風速（最大瞬間風速）は、
太平洋側 海上 ３５メートル（５０メートル）

陸上 ２５メートル（３５メートル）
日本海側 海上 ３０メートル（４５メートル）

陸上 ２０メートル（３５メートル）

３１日にかけて予想される波の高さは、
太平洋側 うねりを伴い １０メートル
日本海側 ６メートル

３０日に予想される最高潮位（標高）は、
太平洋側 １．２メートル

＜防災事項＞

暴風、果樹の落果や農業施設への被害、高波による船舶や沿岸施設への

被害、海岸や河口付近では浸水や冠水のおそれがあります。３１日明け方
にかけて暴風に、３１日昼前にかけてうねりを伴った高波に、３０日夜のはじ
め頃にかけて高潮に、厳重に警戒してください。

【雨・雷】
＜地域・時期・量的予想＞

東北地方では、３０日夜のはじめ頃にかけて、太平洋側北部を中心に局地
的に１時間に８０ミリの猛烈な雨が降り、大雨となるでしょう。３１日未明に

は、雨は弱まる見込みです。

３１日０６時までに予想される１２時間雨量は、いずれも多い所で

太平洋側 １５０ミリ
日本海側 １００ミリ です。

平成２８年 台風第１０号に関する東北地方気象情報 第８号
平成２８年８月３０日１６時２９分 仙台管区気象台発表

（見出し）
大型で強い台風第１０号は、まもなく東北太平洋側に上陸する見込みです。
引き続き東北地方では大荒れとなり、３１日にかけて、暴風、高波、高潮、

土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水やはん濫に厳重に警戒してくださ
い。

（本文）
【気象状況】
大型で強い台風第１０号は、３０日１５時には石巻市の南東海上にあって、
１時間におよそ４０キロの速さで北北西へ進んでいます。中心の気圧は９６
５ヘクトパスカル、最大風速は３５メートル、最大瞬間風速は５０メートル

で、中心の北東側２２０キロ以内と南西側１１０キロ以内では、風速２５メート
ル以上の暴風となっています。東北地方は暴風域に入っており、太平洋
側の海上では猛烈なしけとなっています。
台風第１０号は、まもなく東北太平洋側に上陸し、暴風域を伴ったまま東北
地方を北西へ進み、３０日夜遅くには日本海へ進むでしょう。

【風・波・高潮】
＜地域・時期・量的予想＞
東北地方では、３１日未明にかけて非常に強い風が吹き、特に３０日夜遅く

にかけては北部の海上を中心に猛烈な風が吹く見込みです。海上では、３
１
日昼前にかけて大しけとなり、特に３０日夜遅くにかけては太平洋側北部を

中心に猛烈なしけとなるでしょう。

また、太平洋側では、３０日夜のはじめ頃にかけて、潮位の高くなる所があ
る見込みです。



大雨と突風に関する九州北部地方（山口県を含む）気象情報 第４号
平成○年７月５日１５時３０分 福岡管区気象台発表

福岡県・大分県の中小河川において、すでに過去の重大な洪水害発生時に匹敵する極めて危険な状況
（濃い紫）となっている領域が急速に拡大しています。中小河川の急激な増水や氾濫に厳重に警戒してください。

気象庁ホームページで最新の洪水警報の危険度分布 (https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html) を確認してください。
次の「大雨と突風に関する九州北部地方（山口県を含む）気象情報」は、５日１６時００分頃に発表する予定です。

図形式地方気象情報のイメージ①

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html
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図形式地方気象情報のイメージ②

22日（日） 23日（月）
09時 12時 15時 18時 21時 24時 03時 06時

朝 昼前 昼過ぎ 夕方 夜のはじめ
頃 夜遅く 未明 明け方

台風最接近

大雨
北部
中部
南部

洪水
北部
中部
南部

暴⾵
北部
中部
南部

波浪
北部
中部
南部

高潮
北部
中部
南部

警報級の時間帯 注意報級の時間帯

平成○年 台風第２１号に関する近畿地方気象情報 第６号
平成○年１０月２２日０６時００分 大阪管区気象台発表

今後の予想を含めた最新の情報は各地の気象台が発表した気象情報をご利用ください。
次の「平成○年 台風第２１号に関する近畿地方気象情報」は、２２日１６時３０分頃に発表する予定です。

台風第２１号は、２２日夜遅くから２３日未明に近畿地方に最も接近する見込みです。近畿
地方では暴風、高波、土砂災害、浸水害、河川の増水や氾濫に厳重に警戒してください。
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図形式全般気象情報のイメージ

気象庁ホームページで最新の土砂災害警戒判定メッシュ情報(https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/index.html) を確認
してください。引き続き気象台の発表する防災気象情報に留意してください。
次の「台風第２１号に関する情報（総合情報）」は、２２日１７時頃に発表する予定です。

https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/index.html

